
木
曽

き

そ

神
社
ま
い
り 

「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
で
あ
る
。
」

島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』
の
有
名
な
冒
頭
。

夏
の
御
嶽
山
登
拝
。
妻
籠
・
馬
籠
宿
等
の

中
山
道
街
道
巡
り
。
浦
島
伝
説
の
寝
覚
の

床
。
柿
其
・
阿
寺
渓
谷
や
赤
沢
自
然
休
養

林
で
の
キ
ャ
ン
プ
。
名
物
は
そ
ば
と
朴
葉

と
す
ん
き
漬
け
。
夏
休
み
は
家
族
揃
っ
て

木
曽
路
へ
ど
う
ぞ
。 

 

中 

信 

【
御
嶽

お
ん
た
け

神
社

じ
ん
じ
ゃ

】

□特
□県 

▼
鎮
座 

木
曽
郡
木
曽
町
三
岳
三
七
九
三 

木
曽
の
総
社
。
頂
上

奥
社
（
御
嶽
山
頂
）
・

里
社
本
社
・
里
社
若

宮
の
三
社
か
ら
な
る
。

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）

大
己
貴
命
・
少
彦
名

命
の
二
柱
を
御
嶽
山

に
祀
っ
た
の
が
創
祀
。 

▼
御
朱
印
対
応 

 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

里
社
本
社
で
受
付 

 

【
御
嶽

お
ん
た
け

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

里
宮

さ
と
み
や

】

□特
□県 

▼
鎮
座 

木
曽
郡
王
滝
村
三
三
一
五 

御
嶽
山
の
一
合
目

里
宮
石
鳥
居
よ
り

木
曽
五
木
の
大
木

を
左
右
に
見
て
三

六
八
段
の
石
段
を

登
る
と
荘
厳
な
立

巌
の
下
に
社
殿
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。 

▼
御
朱
印
対
応 

 

午
前
八
時
半
～
午
後
五
時 

里
宮
社
務
所
で
受
付 

 

 

木
曽
神
社
ま
い
り 

 

【
水
無

す

い

む

神
社

じ
ん
じ
ゃ

】

□県 

▼
鎮
座 

木
曽
郡
木
曽
町
福
島
一
〇
七
八 

木
曽
の
総
鎮
守 

文
永
年
間
に
岐
阜
県
高

山
市
鎮
座
飛
騨
一
の
宮

水
無
神
社
を
御
勧
請
奉

斎
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
毎
年
七
月
二
十
三

日
の
夜
、
奇
祭｢

み
こ
し

ま
く
り｣

が
行
わ
れ
る
。 

▼
御
朱
印
対
応 

 

要
予
約 

宮
司
宅
に
て
受
付 

 
 
 

☎
〇
二
六
四
（
二
二
）
二
〇
〇
九 

 

【
御
嶽

お
ん
た
け

神
社

じ
ん
じ
ゃ 

頂
上
奥
社
遙
拝
所

ち
ょ
う
じ
ょ
う
お
く
し
ゃ
よ
う
は
い
し
ょ

】

□特

□県 ▼
鎮
座 

木
曽
郡
王

滝
村
御
嶽
山
八
合
目 

頂
上
奥
社
は
、
平
成
二

十
六
年
の
御
嶽
山
噴

火
に
よ
り
復
興
途
中

の
為
、
こ
こ
よ
り
奥
社

を
遙
拝
す
る
。 

頂
上
奥
社
御
祭
神
は
、
国
常
立
尊
、
大
己

貴
命
、
少
彦
名
命
。 

▼
御
朱
印
対
応
（
七
・
八
月
の
み
） 

 

午
前
五
時
～
午
後
五
時 

遙
拝
所
社
務
所
で
受
付 

 ⑮ 

【
白
山

は
く
さ
ん

神
社

じ
ん
じ
ゃ

】

□郷 

▼
鎮
座 

木
曽
郡
大
桑
村
大
字
延
沢 

社
殿
は
、
元
弘
四
年

（
一
三
三
四
）
建
立
、

信
濃
最
古
の
神
社
建

築
で
、
国
重
要
文
化
財
。

御
祭
神
は
、
石
川
県
白

山
比
咩
神
社
の
菊
理

姫
命
を
祀
る
。
平
成
二

十
八
年
、
日
本
遺
産
に
。 

  


	AA神社まいり

